
第 67 回日本泳法大会 参加にあたって 

日本泳法委員会 

 

本年の大会は、新型コロナウイルス感染拡大防止策（以下、コロナ対策）を講じながら実施します。 

 

出場者はもとより監督者、観覧希望者等全ての入場者が遵守すべき事項となります。 

 

一次要項配布時から「３」の項目に変更があります。 

  「会場入館前 ２日間」において →「本年８月１２日以降」において 

 

１． 現住所地の自治体や学校・職場から、移動制限等の要請が出ていないか直近情報を確認すること。 

２． 本連盟ホームページの「新型コロナウイルス感染拡大時における水泳競技会出場について」を確認した上で

参加すること。 

３． 本年８月１２日以降において以下の事項に該当する場合は、入館できない。出発前に入場者全員に該当項が

ないか確認しておくこと。 

・平熱を越える発熱 

・咳（せき）、のどの痛みなどの風邪の症状 

・だるさ（倦怠感）、息苦しさ（呼吸困難） 

・嗅覚や味覚の異常 

・体が重たく感じる、疲れやすい等の症状 

・新型コロナウイルス感染症の陽性とされた者との濃厚接触がある場合 

・同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

４． 過去 14 日間以内に政府から入稿制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航または当

該在住者との濃厚接触がある場合 

５． 「健康チェック表」を入場者全員が持参しているか確認すること。提出出来ない場合は入場できない。必ず責任

者が、選手ならびに来場者の健康状態を確認し、確認欄に押印またはサインすること。宿泊を伴う場合は、当

日の検温ができるように各自の体温計を持参しておくこと。 

６． 参加者は、入場時や場内行動に関して当委員会が定める規則を遵守すること。 

７． マスクを着用していない者は入場を認めない。会場では、泳ぐとき以外はマスクを着用すること。外したマスク 

は、各自の服のポケットか袋に入れること。 

８． コーチは、練習時の大きな声での指示、ホイッスルの使用を控えること。練習中、あるいは練習や演技終了後 

のマスクをしていない選手（出場者）との会話では、マスクに加えフェイスシールド、またはアイガード・ゴーグ 

ルを着用し、眼からの飛沫感染を防ぐこと。 

９． 入場から退場までのすべての場面で、人との距離（２ｍ以上）をとって行動すること。 

１０． 演技やレース終了後は、マスクを着用してから移動すること。 

１１． 唾や痰を会場内で吐かないこと。 

１２． 食事は、所属団体の座席エリアでとることとし、人との距離を２m 以上保ち黙食を励行すること。 

１３． 会場までの交通機関内で、マスク着用、人との距離、座席間の距離、車内換気、会話などに留意すること。 

１４． 以下のものについては、持ち込みを禁止する。 

・団体、チーム共有のドリンクサーバー、メガホン類 

・団体、チーム共有のストレッチマット、チューブ・バランスボール・パドル等の練習運動用具（個人専用は 

持込み可） 

 



第６７回日本泳法大会 二次要項 

令和4年7月19日 

（公財）日本水泳連盟 

日本泳法委員会 

 

 本年の大会も引き続き、新型コロナウィルス感染症拡大防止策（以下、コロナ対策）を講じる必要が

あります。昨年とは違った取扱の事項もありますので注意をしてください。  

出場者・競技役員、資格審査委員・指導者や観覧者等全ての入場者に適用します 

１．基本事項 

 ・参加者は、入場時や場内行動に関して当委員会が定める規則を遵守してください。コロナ対策とし

て、規制事項・指示事項があるので、それらに従っていただきます。 

・入場から退館するまで、参加者ご自身の游泳時以外はプールサイドを含め、常時マスク着用を厳守 

してください（不織布マスクを必須とします）。 

・当委員会が定めたコロナ対策に従っていただけない場合は、入場禁止、或いは退場いただくことが 

あります。その場合には、受領した金員を返却しません。 

・感染症の拡大状況によっては、直前であっても開催を中止する可能性があります。 

・本大会では「感染拡大防止責任者」を置いて実施します。大会中、参加者は「感染拡大防止責任者」 

の指示に従って頂きます。 

 

    感染拡大防止責任者(兼総務担当)：土屋 守史  

★緊急連絡先    電話番号：０９０－４０２４－８９８０ 

        メールアドレス：nihoneihou+Competition@gmail.com  

２．会場入場者の制限  

・競技、資格審査等に出場される方、監督者指導者等、観覧を希望する方といずれも入場できますが、

事前登録といたします。 

尚、乳幼児を帯同する場合でも事前に登録いただき、同一の感染防止対策をお取り頂きます。 

・事前登録の期限 ８月１４日（日） 

対象者：競技出場申込書、資格審査申請書、永年表彰申請書、エキシビション出場申込書を提出し

た者以外の者で入場を希望する者（競技役員・係員、資格審査専門委員の応諾者を除く） 

・事前登録の方法 別紙１を参照 

 

３．参加者の体調確認に関する事項 一次要項から体調管理期間が変更されています 

（１）事前の体調管理について 

①８月１２日以降に下記の事項に該当する場合は来場されても入場できません。 

    ・平熱を超える発熱(ワクチン接種に伴う副反応による発熱を含む) 

    ・せき、のどの痛みなどの風邪の症状 

    ・だるさ（倦怠感）、息苦しさ（呼吸困難） 

    ・嗅覚や味覚の異常 

    ・体が重たく感じる、疲れやすい等の症状 

    ・新型コロナウイルス感染症陽性者とされた者との濃厚接触 

    ・同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

    ・過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされる国、地域等への渡航ま 

たは当該在住者との濃厚接触がある場合 

②全ての入場者は、８月１２日から参加当日まで検温結果・体調を「健康チェック表」に記録し、

来場当日に提出していただきます。  

※「健康チェック表」は、用紙下部の記入方法に従い記入してください。 

※提出されたチェック表は返却しませんので、19日～21日の間来場する日程分のチェック表の 

枚数をあらかじめ用意してください。 ３日参加＝３枚、２日参加＝２枚 



（２）陰性証明の提出について 

   全ての入場者（競技役員・資格審査専門委員含む）は、入場前７２時間以内を目安とした陰性

証明の提示が必要となります。提示できない場合は、いかなる場合も入場できません。 

 陰性証明の種類、提示方法、本大会で定める証明書の有効期限等については別紙２を参照して

ください。 

 ※自治体等が行う検査事業を利用される方へ…〈大会概要〉本大会は（公財）日本水泳連盟医

事委員会の制定した指針に基づき、参加者に陰性証明を義務づけております。65歳以上の高齢

者が数十～百数十名参加する行事です。 

 

 （３）会場入場時の注意事項 

検温と「健康チェック表」「陰性証明」の提出義務 

     別紙３の要領により、入場時に提出をしていただきます。 

 

 （４）大会中及び大会後の報告事項 

①大会会場来場後に、同居の家族や職場の同僚・学校等の活動グループなどから陽性者が判

明し、会場来場前の時期にご自身が濃厚接触者に該当すると思われる場合は、大会総務（感

染拡大防止責任者）に速やかに申し出ること。 

②大会終了後の１０日間以内(８月３１日まで)に参加者自身が新型コロナウイルス感染症 

 と診断された場合は、大会開催期間中の濃厚接触者有無を含め、直ちに日本泳法委員会に 

ご連絡ください。 

 

（５）入場禁止事例 

     下記に該当した場合は入場をお断りし、受領した金員を返却しません。    

          a.事前登録なしに来場した場合 

          b.マスク未着用で来場した場合 

          c.本項（１）①に該当したにもかかわらず来場した場合 

          d.本項（１）②の参加基準を満たさずに来場した場合 

      e.本項（２）の証明の提出ができない、もしくはその場で陰性の確認ができない場合 

           f.本項（３）で作成する「健康チェック表」の記入事項が不適切・不十分、あるいは、記

入事項に感染拡大防止の観点から問題があると感染拡大防止責任者が判断した場合 

            ※不適切な事例 …体調を「良好」と記載せず、「〇」或いは「✔」と記載 

            ※不十分な事例 …来場当日起床時体温未記入 

 

４．大会当日（20日、21日）の入場手順に関する事項  

（１）入場順序の指定 

・大会当日朝の受付順を団体もしくはグループ単位で指定します。順序は無作為に決定し監督者

会議で指定します。 

 

（２）入場方法 

   ・２階エントランスから入場してください。受付順に呼び出しします。 

   ・入場者全員にＡＤカードを交付します。游泳時以外、施設内では常時着用してください。 

   ・入場手順の詳細は、別紙３を参照してください。 

   ・入場管理責任者を入場グループ毎に１名定めて別紙４を総括票として提出してください。 

  

５．施設内の利用制限  

 （１）施設内において遵守いただく共通事項 

   ・会場内では大声での会話や応援は禁止とします。必要最低限のこと以外の私語も極力謹んで 

ください。 

  ・参加者自身が泳ぐ時以外、常時マスク着用を厳守してください。招集所、プールサイドの泳順 

待ちの際もマスクを着用してください。ご自身がプールに入る際に外したマスクは、ジャージ 

などの服内のポケットか袋を予め用意してください。 



・会場内では、周囲の人との間隔（ソーシャルディスタンス）を２ｍ以上確保してください。

更衣室内、プールサイドでの演技待機時などは特にご注意ください。 

・ゴミ袋は各自でご用意いただき、弁当以外のゴミは各自でお持ち帰りください。このためプ 

ールサイドにゴミ用小袋を持参することは可とします。  

 

 （２）着席場所の指定 

・団体・グループ単位で観客席を割り当て、着席場所を指定します。監督者会議で指定します。 

   ・なお、座席は一人置きで使用するよう規制しますので遵守してください。 

 

 （３）飲食について 

・飲食は、割り当てられた観客席でのみ可とします。飲食する場合「黙食（黙って飲食するこ 

と）」を励行ください。 

・飛沫感染防止の観点から、観客席以外の場所での飲食を禁止します（一部役員室を除く）。 

・競技役員、資格審査専門委員の方々も、原則は観覧席で食事をとるようにしてください。 

 

（４）更衣と荷物について 

・可能な方は、水着を着たうえでご来場ください（更衣室滞在時間の短縮）。 

・更衣室のロッカーは施錠できます（100 円を挿入、リターン式）。ただし、鍵の紛失、破損等 

があった場合は、修理費用の実費を負担していただきます。更衣室内の床に荷物や着替えを 

放置していると認められる場合は撤去します。 

・荷物は指定された観客席で、団体・チーム、あるいは個人の責任で管理してください 

・靴、雨傘なども全て指定された観客席にお持ちください。 

 

（５）アップスイムについて 

・アップスイムは、大会期間中、２５Ｍプールを常時利用できます。飛び込みプールは空いて

いる時間帯は利用可能です。 

・５０Ｍプールについては、開会前の時間帯の利用は可能です。 

   ・アップスイム中か否かに関わらず、マスクを着用していない選手と会話をするコーチまたは 

スタッフは、マスク着用の上、必ずフェイスシールド等を着用してください。 

   ・ホイッスルを使用する場合、飛沫感染防止の観点から、必ず電子ホイッスルを使用してくだ 

さい。（電子ホイッスルを予めご用意ください。） 

 

６．大会運営に関する事項 

（１）プログラム順等の変更 

・人流管理の観点から、参加者数等を元に、プログラム順やスケジュールの変更をすることがあ

ります。 

 

（２）申込金の返金について 

   ・申込完了後に、申込者の判断として参加を見合わせる場合（新型コロナウイルス感染防止の理 

由を含む）、申込金は振込手数料受取人負担として大会終了後に返金処理を行います。参加申 

込み後、参加見合わせを決定した時点で総務担当土屋宛にご連絡ください。なお、返金先は、

申込金を送金した者名義の金融機関口座に限らせていただきます。 

 

（３）資格審査合格者登録料、ワッペン購入代金の取り扱い 

  ・当日配布する登録料等納付要領に従い、後日送金していただきます。   

＜納付期限：８月３１日（水）厳守にご協力ください＞ 

   ・期日を過ぎて入金が確認できない場合は、資格審査会での合格は無効になります。 

  

７．問合せ先 

   総務担当：土屋 守史  ０９０－４０２４－８９８０ 

    e-mail  nihoneihou+Competition@gmail.com                以上 



第６７回⽇本泳法⼤会 健康チェック表  ウイルス検査結果 陰性  
 陰性の場合、左記□に「レ点」を記入 (公財)⽇本⽔泳連盟 

⽇本泳法委員会 
 
所属団体名 

 
参加形態(該当に〇印)  主催者確認 

選⼿・審査受査・競技役員・資格審査員・監督者・付添・観覧者   
 

⽒  名（ふりがな） ⾃宅住所・宿泊ホテル(部屋番号) 緊急連絡先（続柄） 
（                ） ⾃宅住所 〒 ⽒名 

ホテル名（宿泊先）                部屋番号 電話 （   ） 
性 別 男 ⼥ 年 齢   歳 携帯電話番号  メールアドレス  

 
⽇  付 8/12(⾦) 8/13(⼟) 8/14(⽇) 8/15(⽉) 8/16(⽕) 8/17(⽔) 8/18(⽊) 8/19(⾦) 8/20(⼟) 8/21(⽇) 

起床時体温 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

体  調           

責任者確認           

主催者確認           

① 自宅住所は、ホテル宿泊の場合でもご記入ください。参加期間中は朝検温して記⼊してください。宿泊している方は、ホテルで検温してください。 
② 緊急連絡先は、ご家族等、日中に連絡の取れる方の⽒名・続柄・電話番号をご記⼊ください。 
③ ８月１２日(金)から会場来場当日まで起床時の体温をご記入ください。来場時体温は来場時に係員が検温します。 
④ 体調欄には異常がなければ、「良好」とご記入ください。体調不良の場合は、具体的に症状をご記入ください。（例： 咳 腹痛 悪寒 嗅覚・味覚障害 等） 
⑤ 健康チェック表は、受付時に必ずご提出願います。提出頂いた健康チェック表は返却しませんので、記⼊内容は写真等で保管してください。 
⑥ 発熱(ワクチン接種に伴う副反応による発熱を含む)・体調不良等がある場合は、総務担当土屋宛連絡の上、来場をご遠慮ください。 
⑦ 退場後１０日間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、大会中の濃厚接触者の有無等について、日本泳法委員会に速やかに報告してください。 
⑧ 健康チェック表は新型コロナウイルス感染防⽌対応のため一定期間保管ののち、その後廃棄処分いたします。 
⑨ 健康チェック表記載の個人情報について、本連盟が厳正に管理し、健康状態の把握、入館可否の判断および必要な連絡のためにのみ利用します。個人情報保護法等の法

令において認められる場合を除きご本人の同意を得ずに第三者に提供いたしません。ただし、大会会場にて感染症患者またはその疑いのある方が発見された場合は、必

要な範囲で保健所等に提供することがあります。             個人情報の取得・利用・提供に同意する場合、右の□に「レ点」をご記入下さい。⇒ 

会場入場時提出書類(入場する日ごとに提出が必要です)



別紙１ 第６７回⽇本泳法⼤会

・各種競技申込者、資格審査申請者、永年表彰申請者、エキシビション申込者
競技役員・係員、資格審査専⾨委員以外の⽅について登録してください。

・登録期限は８⽉１４⽇（⽇）です。
・本票に記載された⽅以外は⼊場できません。

・送付⽅法 メール添付  nihoneihou+Competition@gmail.com
ファックス ０３−６６３８−９６４
いずれも受領確認が届かない場合は総務担当に問い合わせしてください

・本書式をエクセルでご要望の⽅は上記メール宛てに連絡をください

送信⽇時

入場者事前登録票

区分 ⽒名

監督者
指導者等

観覧者・
付添者等

⼈数

⼈数

関連団体名



別紙２

１．陰性証明の種類
①ウイルス検査の例（PCR、TMA、StAmp、 抗原定量、抗原定性など）
抗体検査は無効とする。

②陰性証明の⽅法
a.医療機関や各⾃治体等の検査センターなどから発⾏された証明書
b.上記の機関等から送付された結果通知のメール等
c.市販の抗原検査キット（ただし、研究⽤ではなく医療⽤（体外診断⽤医薬品（薬事承認
あり）のみに限る）を⽤いた場合は、陰性結果判定状況が判る写真。時計などと⼀緒に撮影
するなど撮影時刻がわかるもの。

※事前に印刷ができなかった場合は、スマホ等の画⾯提⽰で替えることができる
③ 当⼤会で有効とする陰性証明の扱い
初めてホテル会議場・プールに⼊場する７２時間前を⽬安とした当⼤会基準
初来場時刻の丁度７２時間前が適⽤時刻とはなっておりませんので表に記載された
適⽤時刻に従ってご⽤意ください

２．連日参加者の扱い
・来場後（陰性証明確認後）に、陰性証明者以外の⽅との接触（会⾷や会合等）があった
場合は、あらためてその接触後の陰性証明を提出しなければならない。

３．大会期間中自チーム等に陽性者が発生した場合
・原則の取扱…⾏動を共にするチームやグループに陽性者が発⽣した場合、当該チーム
（グループ）に関係する出場者はその後の⼤会に参加できない。

・ただし、陽性者との接触後の陰性証明が可能な場合は⼤会総務と相談のうえ出場の可否を
判断する。

※２及び３の事態を想定して、予備の検査キット等を携⾏することを推奨する。

Q＆Ａ
Ｑ 検査センターで発行された抗原定性検査の有効期間は検体採取日＋1日でした。

これは無効ですか。

Ａ 本⼤会では上記②及び③の基準にて判断します。
なお、無料検査対象判断などのための⼤会概要を、⼆次要項３（２）に記載してあり
ますのでご参考にしてください。

Ｑ 難しくてよくわかりません。

Ａ ⼆次要項に記載の総務担当に問い合わせしてください。

8⽉17⽇12時以降のもの

8⽉18⽇12時以降のもの

c 撮影した写真を事前印刷※ 判定写真の撮影⽇時が下記③の範囲内のもの

20⽇⼤会1⽇⽬に初めて来場する区分２

21⽇⼤会2⽇⽬に初めて来場する区分３

8⽉16⽇15時以降のもの

a 発⾏された書類の原本

b メール等の通知を事前印刷※
検体採取⽇時が下記③の範囲のもの

提⽰⽅法 有効例

19⽇実施の「受付」「監督者会議」「審判打合せ」
「資格審査専⾨委員会」「前⽇練習」「流派連絡会議」
に参加する

区分１
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★陰性証明確認後「吊り下げケース」を交付し
これを参加期間中の陰性確認済証とします

⼤会1⽇⽬以後ＡＤｶｰﾄﾞを受け取ったらこのケースに⼊れてください
施設内では游泳時以外は常時⾸から吊り下げていてください。

Ⅰ　陰性証明の提出
初来場時に別紙②の基準にのっとった有効な証明を準備してください
※結果通知メールや写真等の提⽰をする場合は、できるだけ事前に印刷したものを⽤意
※画⾯提⽰をする場合は、確認前に画⾯を⽴ち上げるなど、すぐに確認できる状態で準備
陰性確認は、陰性確認ブースにて⼀⼈ずつ⾏います
確認に時間がかかると判断した場合は、最後列に移動していただきます

Ⅱ　陰性確認と健康チェック表の受付の要領
① 19⽇
陰性確認ブースは「ホテルパールシティ神⼾」２Ｆパールルーム前に設置します

※１ 原則として、練習会場（プール）に⾏く前にホテル設置陰性確認ブースで確認を受ける
やむを得ずプールに直接⾏く、または16時以降はプール１Ｆ⼊⼝で係員にその旨を告げ
陰性確認を受ける

※２ ⼤会当⽇の確認と⽐べて、朝の⼊場⼿続を早く済ませることができます
円滑な運営と練習時間の確保などのために事前確認を利⽤してください

★事前確認で提⽰する陰性証明は別紙２の③区分２に該当するものになります

② 20⽇・21⽇
陰性確認ブースは「⼤会会場２Ｆ⼊⼝前」に設置します

⼤会出場
指導者等・観覧・付添等

健康ﾁｪｯｸ表

8時30分〜

⼤会出場者の事前確認※２

来場⽬的 受付時間

事前確認時には
健康ﾁｪｯｸ表は不要

陰性証明・健康チェック表等の受付での提出⼿順

来場⽬的
「⼤会受付」「監督者会議」
「流派連絡会議」「審判打合」
「資格審査専⾨委員会」

受付時間
12時30分

〜
16時

備考

13時〜16時

13時〜16時

２Ｆ受付に
提出

前⽇練習※１

健康ﾁｪｯｸ表

プール⼊⼝で「⼊館時ﾁｪｯｸﾘｽ
ﾄ・提出書類B」を提出

健康ﾁｪｯｸ表は返却しません
20⽇分・21⽇分と合わせて
最⼤3枚⽤意してください

⼤会受付に
提出

備考
健康ﾁｪｯｸ表は返却しません
20⽇分・21⽇分と合わせて
必要枚数⽤意してください



別紙３

Ⅲ　大会1日目（20日）・大会2日目（21日）の入場・退場手順について

１．⼊場管理責任者（監督者や引率者など）の役割
・⼊場する単位毎に「⼊場管理責任者」を定めていただきます。
①特に朝の⼊場はできるだけ1団体で⼀まとめ（観覧者含む）にして⼊場してください。
②分離（選⼿と観覧者など）する場合でも、個々⼈で来場せずにできるだけ関係者等で

まとまって⼊場⼿続きをしてください。
③⼊場管理責任者は⼊場者の「健康ﾁｪｯｸ表」を全てまとめ、別紙４の「⼊場管理総括票」

を表紙にして受付に提出してください。
④⼊場管理責任者は⼊場者の「健康ﾁｪｯｸ表」の記載が規定に違反していないか、

記載漏れや不⼗分な記載がないか責任をもってご確認ください。

２．⼊場⼿順

○役員・係員・資格審査委員 健康チェック表は個⼈分のみ提出（総括票は不要）
20⽇・21⽇とも7:30⼊場可能 

○出場者・指導者・観覧、付添者等… 来場グループ単位で総括票と健康チェック表を提出
20⽇ 8:30 ⼊場開始
21⽇ 8:00   ⼊場開始（横泳ぎ競泳決勝進出者は監督者会議で早期⼊場時刻指⽰）
※両⽇とも朝は⼊場順を呼び出しします

３．退場⼿順
・退場時には特に⼿続きを要しません。
・「陰性確認済証の吊り下げケース」、ＡＤカード、撮影許可証等は２⽇間使⽤しますので

なくさずに保管してください。
・２⽇⽬も連⽇⼊場する⽅は、「健康ﾁｪｯｸ表」をあらかじめコピーするなどして２⽇間分

⽤意してください。１⽇⽬のものは原則返還しません。

陰性未確認

前⽇以前に
陰性確認済

検
温
・
⼿
指
消
毒

⼤
会
受
付

２
Ｆ
⼊
⼝ 陰性確認

ブース

陰性証明提出

陰性確認済証交付

………

⼊場管理総括票
※役員は不要
健康ﾁｪｯｸ表

提
出

AD
撮影許可証 など

交
付
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【注意事項】
１．各グループできるだけ⼀まとめにして⼊場してください
２．出場時刻差があったり、選⼿と観覧者などで分かれて⼊場する場合も、できるだけ

個々⼈で来場せずに数⼈でもまとまって⼊場してください。
３．観覧者のみで⼊場する場合でも、関係する団体名を記⼊し本票の責任者を定めて

「別紙３Ⅲ−１ ⼊場管理者の役割」を負っていただきます。
また、出場者が１名ゆえ１名だけで⼊場する場合でも、その⽅が責任者となり本票と
「健康ﾁｪｯｸ表」を提出してください。

【同時に⼊場する⼈数】

私（⼊場管理責任者）は、下記の内容を全て確認し、第６７回⽇本泳法⼤会について
⽇本泳法委員会が定める⼊場基準に全て適合していることを誓約します。
同時に⼊場する者全員について 該当すれば☑

入場管理総括票

⼊場管理責任者⽒名（⾃署）

常時つながる携帯電話等

団体名

⼆次要項３の（５）の事例に該当する者はいません

出場者

監督・指導者・観覧者等

合計

「健康ﾁｪｯｸ表」が正しく漏れなく記載されています

=ＡＤ数【           】

＝ＡＤ数【       】

＝資料提出数【     】



　　赤　　　・　　　白（奥側） 対戦相手　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 対戦相手　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
↓該当体位を丸で囲 ↓該当体位を丸で囲む

1 ／本 1 ／本

2 ／本 2 ／本

3 ／本 3 ／本

4 ／本 4 ／本

5 ／本 5 ／本

各体位別種目数確認→ 各体位別種目数確認→
※自流派に横体種目がない場合には、他流派の横体種目を選ぶものとし、 　 ※自流派に横体種目がない場合には、他流派の横体種目を選ぶものとし、 　
　　　その種目の属する流派名を記載すること。 ／５ 　　　その種目の属する流派名を記載すること。 ／５
　　　　例：「一重伸」（水府流太田派） 　　　　例：「一重伸」（水府流太田派）
※用紙が不足する場合、本表のコピーをとり記入してください。 ※用紙が不足する場合、本表のコピーをとり記入してください。
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2022.8 2022.8

提出が遅れた場合、5名出場出来ない場合、失格となりますのでご注意下さい。 提出が遅れた場合、5名出場出来ない場合、失格となりますのでご注意下さい。

団体泳法競技オーダー表 団体泳法競技オーダー表

団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 流派名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 流派名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

試合番号　　　番　（トーナメント表で試合番号を確認し必ず記入ください） 試合番号　　　番　（トーナメント表で試合番号を確認し必ず記入ください）

得票
勝敗

得票
勝敗

　　赤　　　・　　　白（奥側）

泳順
（フリガナ）

氏　　　名
泳順

（フリガナ）

氏　　　名

（トーナメント番号の若番が赤で手前側） （トーナメント番号の若番が赤で手前側）



　　赤　　　・　　　白（奥側） 対戦相手　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 対戦相手　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
↓該当体位を丸で囲む ↓該当体位を丸で囲む

得票 得票
勝敗 勝敗

1 ／本 1 ／本

2 ／本 2 ／本

3 ／本 3 ／本

4 ／本 4 ／本

5 ／本 5 ／本

各体位別種目数確認→ 各体位別種目数確認→
※自流派に横体種目がない場合には、他流派の横体種目を選ぶものとし、 ※自流派に横体種目がない場合には、他流派の横体種目を選ぶものとし、
　　　その種目の属する流派名を記載すること。 ／５ 　　　その種目の属する流派名を記載すること。 ／５
　　　　例：「一重伸」（水府流太田派） 　　　　例：「一重伸」（水府流太田派）
※用紙が不足する場合、本表のコピーをとり記入してください。 ※用紙が不足する場合、本表のコピーをとり記入してください。

団体泳法競技シニアクラスオーダー表 団体泳法競技シニアクラスオーダー表

2022.8 2022.8

提出が遅れた場合、5名出場出来ない場合、失格となりますのでご注意下さい。 提出が遅れた場合、5名出場出来ない場合、失格となりますのでご注意下さい。

団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 流派名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 流派名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

試合番号　　　番　（トーナメント表で試合番号を確認し必ず記入ください） 試合番号　　　番　（トーナメント表で試合番号を確認し必ず記入ください）

　　赤　　　・　　　白（奥側）

泳順
（フリガナ）

氏　　　名
演　　技　　種　　目 泳順 氏 名 （ フ リ ガ ナ ）

（トーナメント番号の若番が赤で手前側） （トーナメント番号の若番が赤で手前側）
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競技役員・係員委嘱者、ご経験者 各位 

 

（公財）日本水泳連盟  

日本泳法委員会 

 

日本泳法大会 競技役員・係員の委嘱について 

 

拝啓 関係各位におかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 平素は、当委員会管轄の各事業に、格別のご支援ご協力を賜り、厚く御礼申し上げま

す。 

 本年も、多くの皆様に競技役員・係員の応諾をいただき感謝申し上げます。 

 

 日本泳法大会における競技役員・係員の委嘱につきましては、以前より次の考え方に

より行って参りました。 

 ○競技役員・係員の十分な配置を実現するために 

 （従前）游士登録者でご年齢３５歳以下の方、それ以外の資格をお持ちでご年齢６５

歳以下の方 

 （当年）資格をお持ちの方で６５歳以下の方 

  

本年、上記の基準により、競技役員・係員の案内が届いていない方々には、永年に

わたり献身的にご尽力いただき、あらためて深い感謝と敬意を表します。誠にありが

とうございます。今後も現任の競技役員・係員へご経験をご指導いただきつつ、大会

をご観覧いただければと思います。 

 

 競技役員・係員への委嘱方法などは、次年度以降さらに改善してゆければと考えておりま

す。ご意見がありましたらお寄せください。皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

敬具 
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